
鮒
魚
の
山
と
敵
瑛
、

見
苦

鮒
魚
一
の
山
と
綴
環
の
家

あ
る
漢 ο
水
出
張持
魚
之
U~ 
。①

i正j
蛇

A 

甘
担
、

熊ム

)J[ 

上

義

一一一

治ミ

( 1 ) 

つ
の
文
を
比
較
す
る
と
、

A
と
B
ω
は
殆
ど
間
文
ハ

B
倒

は
参
考
の
た
め
つ
づ
け
た
の
で
あ
っ
て
、
判
別
僚
に
扱
う
の
が
普
通
で

あ
る
J
、
C
∞
の
一
傍
鈷
「
、
い
の
部
分
も
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た

お
∞
の
「
一
日
」
と

cω
の
後
牢
と
は
似
て
い
る
。

C
仰
に
襲
、
げ
ら

れ
た
謡
物
は

B
ω
の
「
一
日
」
、

B
仰
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

従
一
っ
て
こ
の

A
-
B
-
C
の
一
一
一
山
一
の
類
似
性
は
至
っ
て
顕
著
で
あ
る

と
い
え
る
G

と
こ
ろ
で
、

C
惜
の
諸
物
が
「
帯
子
山
」
よ
り
出
る
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、

cω
の
附
期
間
之
山
と
は
切
り
離
し
て
別
行
と
す
べ
き
で
あ

ろ

う

。

よ

惑

文

類

緊

∞

加

、



、
、
、
主

作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
も
と
、
「
皆
出
子
山
。
衛
兵
方
関
一
日
一
一
白
盟
」
で

あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
。
そ
の
「
山
い
は
附
閣
内
之
山
一
の
こ
と
に
な
り
、

街
丘
と
ほ
ど
の
よ
う
な
協
係
に
な
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
し舎

「
街
丘
」
と
的
問
内
み
/
~
山
と
関
係
が
あ
る
な
ら
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
封
淵
、
沈
淵
な
ど
と
共
に
後
に
ふ
れ
る
が
、

こ
こ
で
綴
綴
の
名
が
出
て
い
る
こ
と
に
詑
一
認
し
た
い
。

cω
の
記
事
に
コ
…
…
桑
」
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

B
鈎
苧
丘
の

記
事
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
務
良
之
山
の
記
事
と
別
僚

に
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ニ
桑
」
に
つ
い
て
、
海
外
北
経
で
は
、

A

A

 

「
一
一
一
桑
無
枝
、
在
欧
線
東
。
其
木
一
長
百
初
、
無
校
。
」
と
い
い
、
夫

A

A

 

に
「
沼
林
方
一
一
…
百
虫
、
在
一
一
…
桑
束
、
洲
環
其
下
。
」
の
記
事
を
並
べ

ム

ふ

て
い
る
。
北
方
二
絞
で
は
、
「
一
色
山
、
一
一
一
桑
生
之
、
其
樹
皆
無
校
、

其
高
百
的
。
」
と
見
え
る
。
こ
の
「
務
林
い
の
記
事
に
つ
づ
い
て
「
務

尚
之
山
」
の
記
事
が
あ
り
、
衣
に
つ
手
丘
在
一
一
一
桑
束
。
」
と
な
る
。

「お
1

丘
」
の
記
事
と
、

C
川
W

「
衛
子
山
」
の
記
事
の
親
近
性
か
ら
、

「
一
一
…
桑
無
校
」
の
認
を
介
し
て
、
務
削
内
の
山
と
一
や
丘
、
徳
子
丘
の
か

か
わ
り
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
う
し
ろ
に
不
子
山
が
想
起
さ
れ

る。
右
の
一
一
一
文
に
出
て
く
る
A
鮒
魚
の
山
、

B
務
隅
の
山
、

C
的
高
の

山
は
、
漢
字
襟
記
は
兵
る
が
、
究
は
「
プ
イ
い
の
菅
を
共
通
に
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
?
旬
、
台
、
i
S
と
。
、
さ
ら
に

Z
を
連
ね

も
ち
、
司
O
M
1
β

を
原
型
一
昔
と
す
る
。
こ
の
プ
イ
旬
。
M
1
P

の一再開は、

蔵
族
の
自
稀
〈
唐
代
)
「
蕃
」
、
「
播
隅
」
、
白
馬
人
(
'
臼
馬
去
の
後
)

窃

の
自
稲
川
(
現
在
)
「
貝
」
に
遇
、
ず
る
。
山
海
援
に
は
、
前
記
「
符
間
内

の
山
」
な
ど
の
ほ
か
、
浮
戯
、
白
於
、
白
玉
、
浮
玉
、
路
隅
、
第
遇

な
ど
の
山
名
が
あ
り
、
皆
こ
の
プ
イ
の
尋
問
を
共
通
に
す
る
。

さ
て
、
右
の

A
鮒
魚
、

B
務
遇
、

C
附
府
内
の
三
山
の
記
事
に
お
い

て
、
そ
の
所
在
地
を
一
万
す
も
の
と
し
て
は
、

A
の
「
漢
水
:
一
、

C
の

「
汚
水
の
関
」
・
「
衛
子
山
」
・
「
封
淵
」
・
「
沈
淵
ー
一
、
そ
れ
に

Bω
一の

「
卒
丘
」
が
あ
る
。

A
で
、
漢
水
が
鮒
魚
の
山
か
ら
出
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
西
山

穏
に
は
幡
家
の
山
か
ら
も
漢
水
が
出
る
と
一
記
さ
れ
て
い
る
。

文
西
一
一
一
百
二
十
虫
、
日
幡
家
之
山
。
漢
水
出
湾
。
南
東
南
流
注
予

汚
。
〈
西
山
経
)

こ
の
商
山
経
の
首
、
華
山
を
主
と
す
る
十
九
山
は
、
概
ね
清
水
に
沿

っ
て
東
西
に
並
び
、
太
葉
山
、
少
華
山
の
西
に
符
府
内
の
山
が
あ
り
、

@
 

符
閉
門
の
水
が
出
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
西
方
に
幡
家
山
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
淡
水
と
い
っ
て
も
、
そ
の
源
は
、
甘
粛
省
(
西
和
鯨
〉

の
山
か
、
挟
西
省
(
略
問
問
蘇
)
の
山
か
の
二
つ
が
あ
り
、
従
っ
て
幡

家
山
も
こ
説
あ
る
。

ω侠
西
省
尚
一
綜
の
商
雨
、
出
品
一
J

発
蘇
界
、
汚
水
(
漢
水
)
の
源
。

掛
一
甘
粛
省
成
紙
の
東
北
、
西
淀
水
(
嘉
段
、
江
〉
の
掠
。

( 2 ) 



告

こ
の
幡
町
我
山
を
鮒
魚
の
山
に
あ
て
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
額
額

の
一
家
を
幡
家
山
に
お
く
こ
と
に
は
無
袈
が
あ
ろ
う
。

A
の
鮒
魚
の
山
よ
り
出
る
漢
水
は
、
淡
水
の
詑
で
あ
る
と
都
議
行

は
…
一
一
一
向
う
。
北
持
品
番
紗
限
引
で
は
漢
水
を
撲
水
と
し
て
い
る
。
し
か
も

諜
水
な
ら
ば
東
都
撲
協
に
あ
り
ノ
、
総
績
を
葬
る
と
い
う
記
事
と
も
合

致
す
る
と
い
う
。

Bω
務
一
隅
の
山
の
鍛
演
を
葬
る
と
い
う
記
事
に
、
郭
瑛
は
、
家
は

撲
協
に
在
る
と
法
し
て
い
る
。
う
〉
¥
〈
ノ

i

A

ム

〉

〉

九

(

ノ

O

綴
頭
、
競
潟
高
陽
、
家
今
在
、
接
勝
、
故
脅
丘
也
。
一
回
、
額
一
丘
懸

品
市
内
向

J
i
4
G司
、
主

3
1
r
p
o

4
止ン

F18rH昨れ
μmvb凶
H

3

F
ト

郭
撲
が
、
額
頭
の
家
が
襟
践
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
後
に
認
す
よ
う

に
、
額
頭
の
壌
が
一
帝
丘
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
日
は
、
史

記
五
一
菅
本
紀
集
解
引
の
嘉
一
覧
に
、

額
頭
家
、
在
京
都
濃
mm頓
丘
城
門
外
療
臨
防
車
中
。

と
あ
る
の
に
援
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
傍
総
の
五
文
字
が
な
く
、

。

か
っ
「
桜
丘
懸
一
」
と
「
際
」
字
を
，
添
え
て
い
る
の
は
、
翠
に
ま
ぎ
れ

こ
ん
だ
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
に
頓
丘
懸
に
糠
演
の
家
、
が
あ
る

と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
(
後
の
納
額
丘
の
項
参
照
)
。
ま
た
、

撲
協
…
を
故
一
帯
丘
と
し
て
い
る
が
、

解
に

都
脅
丘
。
今
東
郡
接
関
走
品
位
。

と
見
え
る
Q

こ
の
よ
う
に
鮒
魚
、
間
関
内
、
務
隅
の
一
一
一
山
一
三
山
と
も
考
え
ら
れ

る
〉
は
プ
イ
と
い
う
共
通
の
名
務
を
も
ち
、
そ
こ
に
頴
演
が
葬
ら
れ

る
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
れ
が
綾
揚
の
地
に
あ
る
と
す
る
の
は
何
故
で

あ
ろ
う
か
。
殺
陽
…
周
遊
に
そ
の
背
景
と
な
り
う
る
も
の
が
あ
る
か
ど

う
か
を
考
え
て
み
た
い
。

州
げ
瀧
揚
を
め
ぐ
っ
て

撲
協
府
議
の
こ
と
は
水
絞
法
に
お
い
て
、

ω各
8
済
水
、

ω巻
μ

秘
子
河
、
川
w巻
5
河
水
ー
に
見
え
る
が
、

ωで
は
淡
い
水
、
済
水
、
倒
で

は
誠
子
河
、

ωで
は
'
白
馬
演
、
浮
水
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た

、。vu ω議
水
、
済
水

撲
水
は
ご
水
、
が
あ
り
、
そ
の
一
は
水
経
症
8
に
見
え
る
が
、
封
丘

絡
で
済
水
を
承
け
、
地
理
志
に
い
わ
ゆ
る
「
濃
渠
水
、
首
受
務
者

也
己
に
あ
た
り
、
間
関
額
一
の
、
「
首
受
別
済
よ
と
い
う
の
は
北
摘
の

こ
と
で
あ
る
と
い
う
(
漢
書
地
理
志
に
は
見
蛍
ら
な
い
)
G

済
水
に

は
南
、
北
の
二
水
が
あ
っ
て
、
陽
武
線
の
南
を
流
れ
る
の
が
南
務
、

陽
武
臨
酬
の
北
を
流
れ
る
の
が
北
済
で
あ
る
。
務
療
と
も
い
う
。

こ
の
封
丘
蘇
に
つ
い
て
は
、
水
経
法
7
済
水
篠
に
記
さ
れ
て
い

ヴ
心
。

。

済
援
叉
東
一
怒
封
丘
綜
北
。
南
燕
鯨
一
之
延
郷
一
也
。
其
在
春
秋
、
第
長

( 3 ) 



丘
、
獲
長
狭
縁
斯
、

燦
…
効
回
、
左
停
、
敗
扶
於

0

0

 

也
。
漢
封
覆
好
潟
侯
関
。
淡
水
出
一
時
刷
。

こ
の
際
一
水
が
北
隣
よ
り
分
流
す
る
地
黙
の
南
に
夜
る
封
丘
綴
は
、

秋
の
時
、
長
丘
と
よ
ば
れ
、
長
狭
が
接
っ
て
い
た
こ
と
は
設
意
す
ベ

@
 

き
で
あ
る
。

左
体
文
公
立
年
の
記
事
に
、
宋
武
公
の
世
、
鄭
麟
は
宋
を
伐
っ
た

時
、
宋
の
一
一
円
徒
皇
父
ら
は
狭
を
長
丘
に
敗
、
り
、
長
狭
縁
斯
ら
を
獲
一
た
⑦
 

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
銃
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

変
に
は
防
風
氏
、
般
に
は
在
古
(
岡
山
)
氏
、
後
に
郊
と
よ
ば
れ
た
北

方
長
狭
磁
〈
設
文
6
下
〉
は
、
封
嫡
の
山
を
紀
っ
て
い
た
と
さ
れ
る

(
史
記
初
、
孔
子
家
語
4
、
魯
語
下
)
。
従
っ
て
こ
の
「
封
丘
」
は

「
封
樹
」
の
山
を
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
黄
河
か
ら
分
流
す
る
殺

。

水
は
ま
た
や
河
と
よ
ば
れ
る
こ
と
を
思
い
合
せ
る
と
、
封
丘
一
概
で
済
一

。

水
か
ら
分
流
す
る
淡
水
の
名
は
、
封
蝋
の
山
に
か
か
わ
る
よ
う
に
想

像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
水
部
ち
澱
渠
水
は
東
北
に
流
れ
て
、
り
別
の
族
水
と

合
す
る
と
、
水
経
法
8
済
水
の
篠
に
記
し
て
い
る
。
社
演
の
、
「
諜

水
出
酸
喪
服
、
首
受
河
よ
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
Q

敵
棄
の
迭

に
河
水
が
溢
れ
、
漢
の
時
に
こ
れ
を
塞
ぎ
、
今
は
水
な
く
故
演
が
あ

る
の
み
と
い
う
。

こ
の
加
諜
(
故
演
〕
を
合
せ
て
、
設
水
は
漆
城
、
務
城
、

川
同
時
情
例

〈
白
馬
懸
)
を
過
ぎ
、
諜
間
関
鯨
故
城
の
南
を
過
、
ぎ
る
。
文
公
立
年
俸

社
預
注
に
、
一
ー
鄭
職
、
放
顔
名
也
。
防
風
氏
之
後
、
漆
姓
也
。
」
と
あ

り
、
「
漆
」
は
長
狭
と
か
か
わ
り
を
も
っ
ο

ま
た
蒲
域
は
故
衝
の
蒲

口
出
で
(
結
一
公
3
年
俸
)
、
「
蒲
}
一
と
い
う
名
も
注
目
さ
れ
る
。
京
城
に

つ
い
て
は
、
「
郎
自
馬
蘇
之
意
郷
也
。
史
遷
記
日
、
夏
伯
家
意
之
故

路
尖
i

一
と
水
経
法
8
に
あ
る
。
家
業
氏
に
つ
い
て
は
後
に
漣
べ
る
。

済
水
は
采
氏
懸
の
砲
で
二
水
に
分
れ
、
北
の
済
演
は
礎
渠
を
合
す

る
。
さ
ら
に
東
流
し
て
鎧
野
に
入
る
。
「
故
地
理
志
日
、
諜
水
自
諜

陽
南
入
銀
野
。
レ
(
水
経
詑
)
と
い
う
(
地
理
志
東
部
、
務
陽
に
、
感
'

訪
を
引
い
て
「
水
南
入
鎧
野
よ
と
い
う
)
。

鐙
野
津
を
出
た
済
水
は
須
問
問
を
過
ぎ
る
と
馬
頬
水
を
合
す
る
。
そ

こ
に
魚
山
が
あ
る
0

0

0

0

0

 

(
魚
)
山
部
一
宮
山
也
。
漢
武
一
帝
親
子
歌
所
諮
一
品
向
山
卒
者
也
。
山
上

。。

有
榔
許
域
。
(
水
絞
詑
8
済
水
)

水
経
訟
は
さ
ら
に
、
貌
の
煉
思
五
欝
植
が
こ
の
山
に
設
っ
て
絡
一
掃
の

志
を
も
っ
た
と
い
い
、
山
の
西
に
そ
の
墓
が
あ
る
と
記
す
。

漢
武
一
清
の
元
光
一
一
一
年
、
撲
惨
で
河
水
が
決
し
(
漠
一
番
6
武
一
清
紀
〉
、

二
十
徐
年
を
綬
て
、
完
封
二
年
、
武
帝
は
誠
子
日
に
至
り
、
白
潟
去

壌
を
沈
め
て
河
一
利
に
祈
り
、
誠
子
歌
を
作
っ
た
。
そ
の
中
に
、
「
弾

。。

湯
河
今
地
不
得
寧
、
功
無
日
時
ハ
サ
)
青
山
泊
!
、
否
山
平
今
鐙
野
溢
:
・
」

と
歌
っ
て
い
る
(
漢
書
m
m
蒋
油
志
)
。
立
昭
は
山
を
っ
て
河
を
填

( 4 ) 



め
る
と
解
し
、
知
淳
一
は
、
水
が
山
を
瀬
し
、
銀
野
洋
が
操
れ
る
と
解

す
る
。太平
漢
字
記
竹
山
郭
州
東
阿
蘇
に
、
魚
山
に
つ
い
て
、

述
征
記
、
湾
北
郡
史
弦
超
貌
嘉
卒
中
有
紳
安
成
公
智
積
降
之
。

趨
同
意
…
疑
其
有
姦
、
以
合
監
関
訪
問
、
超
悶
雲
市
之
。
智
喰
乃
絡
。

後
五
年
、
超
使
…
品
十
一
洛
部
。
到
、
果
走
。
同
乗
布
一
治
。
克
復
蓄
好
。

こ
こ
に
は
、
普
植
の
洛
榊
賦
を
想
起
さ
せ
る
ふ
し
も
あ
る
が
、
王
維

に
魚
山
一
例
女
制
二
替
、
部
ち
迎
…
料
出
と
滋
紳
助
が
あ
り
(
王
右
丞
集

築
技
上

1
1
河
岳
英
援
集
で
は
「
漁
山
紳
女
智
護
腕
歌
」
に
作
り
、

楚
辞
後
一
識
は
「
魚
山
迎
迭
…
糾
曲
い
、
楽
府
詩
集
は
「
腕
漁
山
…
紳
女
歌
i

…

ム

に
作
る
と
い
う
。
築
設
に
、
法
統
記
を
引
い
て
、
「
紳
安
成
公
」
を

ム

「
一
紳
女
成
公
」
と
し
、
宇
治
西
い
の
弐
に
、

到
済
北
魚
山
下
。
悶
上
議
翠
由
選
頭
、
有
事
馬
似
智
環
。
前
到
果

を
加
え
、
以
下
同
じ
で
、
叶
太
康
中
の
一
存
」
を
最
後
に
加
え
て
い
る
。

詩
は
、
「
謹
一
科
歯
い
で
衣
の
よ
う
に
歌
う
。

。。

故
挟
撃
鼓
、
魚
山
之
下
。
吹
澗
籍
、
桜
一
一
極
滞
。
女
一
必
準
、
紛
震
舞
。

練
議
席
、
湛
清
除
。
風
凄
凄
今
夜
前
。
紳
之
来
今
不
来
。
使
我
心

。

あ
き
ら
に
が
魚
山
科
女
を
迎
え
る
祭
犯
で
あ
り
、
一
紳
は
恐

ら
く
洛
水
神
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
楚
鮮
の
一
料
を
忠
わ
せ
る
Q

さ
ら
に
「
法
一
…
料
出
い
が
あ
る
。
果
し
て
王
維
の
作
か
ど
う
か
明
ら
か

に
し
な
い
が
、
侍
統
的
な
歌
齢
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
若
山

i
魚
山
は
、
鮒
魚
の
山
を
想
起
さ
せ
る
と
も
い
え
よ

う
。
形
が
魚
に
似
て
い
る
か
ら
「
魚
路
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も

③

O
 

あ
ろ
う
が
、
そ
の
山
上
に
「
椀
督
域
」
あ
り
と
い
う
記
事
、
が
自
に
つ

。

@

く
。
華
陰
甑
酬
の
「
不
箭
域
」
に
は
水
紳
の
俸
承
が
あ
る
。

き
て
、
次
に
滅
的
水
は
、
穀
城
綜
の
西
を
過
ぎ
、
府
首
亭
の
西
を
通

る
。
資
宇
一
記
(
日
韓
州
東
阿
蘇
)
に
も
、
「
潟
首
亭
、
郡
関
闘
志
一
五
、

周
首
亭
郎
埋
長
狭
柴
如
首
於
此
、
部
此
地
也
よ
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、

さ
き
に
述
べ
た
封
丘
部
ち
長
丘
で
殺
さ
れ
た
長
狭
縁
斯
の
一
族
で
あ

句
。
長
一
説
話
の
一
一
一
兄
弟
と
さ
れ
る
喬
如
、
策
如
、
焚
如
は
、
公
羊

俸
で
は
「
一
一
は
湾
に
行
き
(
柴
如
)
、
一
は
魯
に
行
き
〈
喬
如
)
、
一

は
菅
に
行
く
(
焚
如
ご
と
あ
る
が
、
寅
際
は
兄
弟
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
長
狭
の
部
族
と
し
て
各
地
に
居
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
焚
如

は
「
鄭
箭
」
と
も
書
か
れ
ハ
由
民
一
公
お
俸
)
、
符
民
(
プ
イ
)
の
名
穏
を

持
つ
。方一
簿
一
文
公
江
年
の
記
事
に
、

費
一
議
公
一
之
二
年
、
鄭
縞
伐
賛
。
湾
王
子
成
父
獲
其
弟
祭
如
。
壊
英

首
於
潟
首
之
北
門
。

と
見
え
、
杜
預
は
一
「
席
昔
、
湾
口
巴
也
。
済
北
穀
域
綜
東
北
有
周
首

と
設
し
、
水
経
法
(
滅
的
水
8
)
に
は

( 5 ) 



春
秋
文
公
十
有
一
年
友
丘
問
問
一
五
、
裏
公
二
年
、
王
子
成
父
獲
長
狭

僑
如
、
弟
柴
如
。
埋
共
首
於
期
首
之
北
門
、
部
是
口
出
也
。
今
世
謂

之
麗
子
城
、
務
北
郡
治
意
。

と
記
す
。
こ
れ
は
同
じ
く
文
公
立
俸
に
、

各
十
月
甲
午
、
敗
紋
子
州
側
、
獲
長
狭
喬
如
、
・

埋
允
ハ
首
於
子
駒
之
北
門
。
」

と
あ
る
の
と
を
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
戯
」
は
、
社
注
に

「
戯
、
魯
地
也
。
」
と
あ
り
、
子
絢
の
北
門
に
つ
い
て
は
、
「
子
駒
、

魯
郭
門
。
」
(
文
日
経
社
注
〉
と
い
う
。
従
っ
て
長
狭
喬
如
は
魯
地
の

械
で
殺
さ
れ
ハ
文
で
喉
を
つ
か
れ
て
殺
さ
れ
た
。
〉
、
楽
如
は
周
首
の

門
に
設
を
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
封
丘
で
長
狭
縁
斯
が
獲
ら
れ

た
こ
と
を
思
い
合
せ
る
と
、
こ
の
襟
水
、
済
水
の
憶
は
長
狭
の
根
接

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
部
ち
左
俸
の
記
事
に
よ
る
と
、
衡

を
中
心
に
、
曹
、
魯
、
持
に
及
ん
で
長
狭
の
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
長
狭
は
、
防
風
氏
の
後
と
し
て
、
符
府
内
の
山
に
か
か
わ
る

部
族
で
あ
る
。

ω一
誠
子
河

水
線
注
M
額
子
河
の
記
事
に
よ
る
と
、
ま
ず
綬
に
「
瓢
子
河
出
一
東

郡
探
勝
綜
北
河
O
L

と
あ
り
、
懸
の
北
十
即
応
が
親
子
口
で
あ
っ
て
、
西

漢
武
一
一
磁
の
時
決
壊
し
た
こ
と
は
前
に
記
し
た
。
汚
水
は
も
と
東
に
決

し
、
務
陽
誠
の
東
北
を
退
、
ぎ
、
更
に
東
し
て
鹸
城
の
砲
を
経
る
と
い

う
叉
東
謹
一
鹸
城
南
。
春
秋
億
公
十
三
年
夏
、
命
間
於
鹸
。
杜
預
日
、
東

郡
撲
陽
懸
東
南
有
麟
妓
者
是
也
。

前
に
文
公
十
一
年
俸
に
、
長
狭
喬
如
を
討
ち
と
っ
た
戯
は
魯
の
地

と
杜
預
は
言
い
、
こ
こ
に
は
、
「
誠
、
街
地
」
(
他
国
間
公
お
絞
)
と
い
う

か
ら
、
加
の
織
で
あ
る
。
郡
薗
志
、
東
郡
に
、
「
春
秋
時
撲
有
綴
城
、

或
臼
古
鹸
留
に
と
記
す
。

相
判
湾
故
演
は
、
匂
陽
懸
の
小
成
陽
を
過
ぎ
て
、
都
関
蘇
故
域
の
南

で
撲
渠
交
流
と
合
す
る
。
こ
の
成
陽
は
尭
を
葬
っ
た
地
で
あ
る
と
す

る
設
を
、
水
経
法
M
A

は
と
り
あ
げ
て
い
る
。
墨
子
で
は
蛮
一
山
の
陰
に

葬
っ
た
と
し
、
山
海
経
ハ
海
外
南
絞
〉
で
は
、
狭
山
の
陽
に
葬
っ
た

と
す
る
。
し
か
し
尭
の
家
と
す
る
も
の
は
他
に
も
多
い
。
な
お
海
外

西
経
、
狭
山
に
「
一
帝
完
葬
子
陽
、
一
帝
昼
間
葬
子
陰
。
」
と
す
る
が
、
・
同
部

覧
家
英
記
で
は
、
「
一
帝
饗
家
在
東
郡
諜
揚
頓
丘
城
南
豪
桧
野
中
。
」
と

す
る
。初
判
子
海
は
撲
陽
に
近
く
、
撲
傷
は
開
駅
頭
に
か
か
わ
る
地
と
さ
れ

る
。
「
菰
」
は
滑
吾
切
、
一
品
開
獲
、
農
韻
、
あ
る
い
は
拐
諜
切
、
音
護
、

遇
議
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
符
府
内
〈
鮒
魚
)
邸
ち
プ
イ
の
管
を
想
起

さ
せ
、
に
も
惑
や
す
る
と
言
え
よ
う
。

( 6 ) 

川

w白
馬
演
、
浮
水

河
水
が
酸
議
一
際
の
商
を
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
、
殺
水
ハ
加
の
撲
水
)



が
東
に
出
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
河
水
は
東
し
て
の
北
を

過
ぎ
る
(
際
公
元
年
俸
・
郷
の
燦
延
色
の
地
)
。
水
絞
に
「
東
北
道

制
球
陽
燃
南
に
と
あ
り
、
水
経
注
に
よ
る
と
、
針
山
芹
に
鹿
鳴
披
ハ
鹿

嶋
一
長
…
〉
が
あ
り
、
、
河
の
渡
り
を
鹿
鳴
津
、
ま
た
は
白
馬
演
と
い
う
。

津
の
東
南
に
白
馬
械
が
あ
る
。

白
鳥
有
意
郷
。
京
城
故
除
、
亦
有
毒
津
之
稿
。

前
に
済
水
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
撲
渓
は
白
馬
勝
家
郷
の
南
を
流

れ
る
。
白
馬
鯨
に
は
南
に
殺
渠
、
東
に
白
馬
…
携
が
流
れ
て
い
る
。

河
水
器
於
白
馬
豚
潟
、
決
一
迎
撲
済
資
溝
。

と
あ
る
よ
う
に
捻
れ
た
水
を
防
ぐ
た
め
、
金
院
が
築
か
れ
、
故
渠
は

水
が
断
た
れ
、
こ
れ
を
白
馬
演
と
い
う
の
で
あ
る
。

故
演
は
東
し
て
鹿
嶋
城
の
南
、
つ
い
で
東
北
し
て
白
馬
綜
の
涼
械

の
北
を
通
る
。
こ
こ
に
白
馬
山
が
あ
る
と
い
う
。

誉
議
体
一
去
、
東
郡
白
鳥
綜
之
一
脚
馬
亭
、
資
中
層
崎
c

南
北
二
百
歩
、

東
西
五
十
許
歩
、
朕
丘
新
城
也
。
ハ
こ
の
匂
は
股
誤
し
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
)
・
:
・
:
西
去
白
馬
津
可
二
十
許
盟
。
東
南
距
白
馬
際

故
域
可
五
十
m
m
o

疑
的
関
山
間
一
之
一
敗
謂
白
馬
山
也
。
山
下
常
有
白

馬
翠
行
。
悲
鳴
別
海
決
。
総
定
期
一
山
崩
。

白
馬
群
行
し
、
悲
鳴
す
れ
ば
河
が
決
す
る
と
い
う
侍
承
は
、
白
馬
を

沈
め
て
河
一
柳
を
詑
る
儀
式
(
漠
武
一
帝
が
誠
子
口
で
白
馬
を
沈
め
て
河

約
に
断
っ
た
の
)
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
治
水
に
失
敗
し
た

と
さ
れ
る
鯨
の
名
が
'
日
馬
で
あ
り
、
額
頭
の
子
と
さ
れ
る
こ
と
も
思

い
合
わ
さ
れ
旬
。
「
白
馬
い
の
名
稀
は
、
プ
イ
に
か
か
わ
る
も
の
と

⑫
 

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
内
問
馬
演
は
、
東
南
し
て
狭
間
紡
鯨
を
す
ぎ
撲
水
に
散
入
す
る
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
掲
の
封
岸
に
う
つ
っ
て
、

。。

河
北
有
般
調
。
孟
氏
記
去
、
調
在
河
中
。
積
石
潟
基
。
河
水
族
盛
、

短
輿
水
野
。
戴
氏
西
経
記
臼
、
今
見
調
在
東
山
芹
。
臨
海
累
石
第
一
壁
。

其
屋
宇
容
身
市
巴
。
殊
似
無
一
獲
。
不
如
孟
氏
所
記
、
終
恐
言
之
過

也。

こ
の
般
開
も
渡
り
の
一
柳
を
詑
っ
た
の
で
あ
ろ
う
r

が
、
「
般
」
は
「
白

馬
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
今
白
馬
人
の
白
羽
例
区
i

日ハ」

邸
ち
プ
イ
で
あ
る
と
い
う
。

河
水
は
さ
ら
に
東
北
し
て
伍
子
脊
販
の
南
を
、
過
ぎ
る
。
こ
の
北
岸

の
地
は
額
丘
郡
界
で
あ
る
。
長
議
津
に
至
る
と
、
河
の
故
療
が
別
れ

る
。
王
奔
河
と
も
よ
ば
れ
る
が
、
こ
の
故
演
は
東
北
し
て
、
戚
域
の

西
を
遜
る
。
左
俸
京
公
二
年
、
菅
の
趨
鞍
が
前
を
率
い
て
衛
の
太
子

蹴
績
を
戚
に
約
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
社
預
は
「
是
持
河
北

流
、
遜
一
克
域
界
、
戚
在
河
外
よ
と
い
う
。
ま
た
、
「
今
頓
丘
、
衡
問
問

綜
西
戚
亭
是
也
c
」
と
水
経
症
は
い
う
。
故
演
は
さ
ら
に
繁
陽
懸
故

誠
の
東
を
通
る
。

水
経

(
5
潟
水
)
に
い
う
よ
う
に
、
「
東
北
し
て
狭
間
関
綜
の
北
を

( 7 ) 



遇
、
ぎ
、
調
子
河
が
出
る
い
の
で
あ
る
。
水
絞
詑
に
よ
れ
ば
、
殺
傷
燃

の
北
は
撲
協
津
と
よ
ば
れ
、
孤
子
口
が
あ
る
、
河
水
は
街
園
競
の
南

を
過
ぎ
、
お
燃
の
泰
一
千
の
間
を
、
過
ぎ
て
、
浮
水
を
合
す
る
。

。。

た
一
禽
浮
氷
故
演
。
故
…
段
上
泳
大
河
於
額
丘
際
、
市
北
出
。
東
運
繁

0

0

0

0

 

陽
綜
故
城
市
。
般
的
日
、
綜
在
繁
水
之
陽
。
張
長
日
、
勝
有
繁
郷
。

0

0

 

森
秋
裂
公
二
十
年
、
総
書
、
公
興
菅
侯
費
侯
盟
於
複
消
。
杜
預
日
、

在
頓
丘
腕
南
、
今
名
繁
淵
。
液
淵
、
部
繁
治
也
。
亦
謂
之
浮
水
駕
。

こ
の
浮
水
故
演
と
、
前
に
あ
げ
た
大
河
故
渡
(
王
奔
河
〉
と
の
位
置

関
係
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
揚
守
敬
の
水
絞
在
閥
(
南
四
西
一
)
で

は
、
頓
郎
の
西
側
に
ほ
ぼ
二
水
を
平
行
し
て
北
上
さ
ぜ
、
繁
揚
の
南

で
合
流
す
る
よ
う
に
位
罷
せ
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し

て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
そ
の
名
稀
で
あ
る
。

0

0

0

 

右
の
水
絞
注
の
記
事
か
ら
、
浮
水
は
繁
水
で
あ
り
、
繁
揚
の
名
は

。

。

こ
れ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
繁
淵
は
漉
淵
で
あ
る
。
複
は
時

延
切
、
常
蝉
、
先
韻
で
あ
る
。
袈
公
却
絞
の
社
注
は
、
「
漉
淵
在
額

0

0

 

丘
綜
南
。
今
名
繁
汗
。
此
街
地
、
叉
近
戚
聞
に
と
記
し
、
「
繁
汗
い

。

が
「
繁
淵
い
で
あ
る
。
こ
の
ぺ
浮
水
い
と
い
い
、
ぺ
繁
一
汁
レ
と
い
う

名
は
つ
フ
イ
」
を
思
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
大
荒
北
線
の
附
偶
の
山
の

0

0

0

0

 

緒
子
丘
の
簡
に
紡
玖
の
浴
し
た
沈
郎
、
封
加
に
似
た
名
で
あ
る
。

以
上
、
撲
協
を
め
ぐ
る
、
際
水
、
済
水
、
河
水
、
白
馬
演
、
何
桃
子

川
内
、
浮
水
な
ど
、
鮒
魚
山
に
か
か
わ
る
も
の
を
そ
の
脅
プ
イ
を
介
し

て
注
意
し
て
き
た
。
こ
こ
で
い
よ
い
よ
狭
間
慨
を
椋
漬
の
竣
と
す
る
博

承
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

防
護
揚
と
額
現
、
昆
吾
、
橋

水
経
注
M
誠
子
河
に

③
(
水
続
法
)
汚
水
奮
東
決
、
運
撲
揚
城
東
北
。
故
衛
也
、
閣
制
瑞②
 

之
境
。
昔
鍛
環
自
窮
桑
徒
此
、
競
臼
一
商
丘
。
或
謂
之
一
帝
丘
。
本

i
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
i
i
i

③

i
l
l
i
l
i
-
-
i
 

陶
唐
氏
火
正
関
伯
之
所
居
、
亦
夏
伯
昆
一
五
回
之
都
、
段
相
土
叉
都

③

i
l
l
l
s
 

之
。
故
春
秋
倖
臼
、
関
伯
賠
一
弼
丘
、
相
土
問
之
、
是
也
。
宿
成
公

自
楚
丘
選
此
G

と
諸
侍
承
を
あ
つ
め
て
い
る
。

さ
ら
に
淡
路
に
践
す
る
地
理
志
、
東
都
撲
協
の
記
事
B
と
、
郡
闘

志
、
束
郡
撲
協
の
記
事
C
と
を
列
援
引
し
て
み
よ
う
。

@
l
i
l
i
-
-
i
i
l

①

i
l
i
-
-

⑧
ハ
地
理
志
)
撲
協
。
街
成
公
自
楚
丘
徒
此
、
故
管
丘
、
臨
頭
慮
。

@
(
郡
閥
的
志
〉
撲
陽
、
古
昆
五
回
闘
。
俗
、
社
預
回
、
吉
衛
也
。
一
清
志

ム、
l
}
j〉
i
j
i
f〉
i
i

①

世
紀
日
、
額
瑛
自
窮
桑
徒
一
商
丘
。
友
侍
問
、
街
、
級
預
之
嬢
。
社

窃
l
i
i
i
i
l
l
l
i

預
日
、
一
帝
丘
。
昆
吾
氏
関
之
、
故
田
、
見
習
之
境
。
域
内
有
額
頑

家
。
皇
覧
日
、
家
在
域
内
外
康
陽
車
中
。

こ
の
三
つ
の
記
事
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、

①
鍛
演
の
境
で
あ
る
。
@
・
⑧
・

0

③
は
「
背
鍛
玖
出
窮
桑
徒
此
、
競
日
諮
丘
。
い
と
い
い
、
。
は
「
搬

現
自
窮
後
一
碍
丘
。
と
い
い
、
共
に
同
じ
で
あ
る
。
呂
氏
春
秋
ハ
古

( 8 ) 



と
見

で
あ
り
こ
の
場
合
若
水
か
ら
推
し
て
西
方
に
在
る

と
考
え
ら
れ
る
。
拾
遺
記
ー
に
よ
れ
ば
、
少
央
の
母
皇
蛾
は
「
線
路

窮
薬
治
変
之
浦
ー
…
、
白
一
引
の
子
と
逢
い
、
少
突
を
生
む
の
で
あ
る
が
、

「
'
窮
桑
者
、
西
海
之
演
に
と
さ
れ
、
千
一
一
帯
の
孤
桑
の
樹
が
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
戸
子
(
太
平
御
覧
3
引
)
に
よ
れ
ば
、

「
少
央
金
天
氏
邑
於
鰐
桑
。
日
五
色
、
五
閉
山
第
奏
。
い
と
い
い
、
こ

⑬
 

の
窮
桑
は
東
方
に
在
る
と
推
せ
ら
れ
る
。
大
荒
東
絞
に
「
東
海
之
外⑬
 

大
接
、
小
英
之
問
。
少
英
一
続
…
帝
納
演
於
此
よ
と
い
い
、
少
失
の
閣

は
東
方
海
外
に
あ
り
、
少
失
は
甥
一
の
徹
頭
を
育
て
て
い
る
。
初
印
字
記

9
引
帝
王
世
紀
で
は
、
「
級
摂
生
十
年
、
市
佐
少
英
、
二
十
而
査
一
帝

位
。
い
と
い
う
。
た
だ
大
裁
灘
、
帝
黙
で
は
、
「
寅
一
帝
産
青
陽
(
少
納
町
)

及
時
間
意
、
皆
不
立
、
部
品
怠
産
高
揚
。
是
混
一
帝
綴
頭
。
い
と
い
う
。

品
一
意
は
若
水
に
降
っ
て
萄
山
氏
を
取
引
"
り
翻
演
を
産
ん
だ
と
い
う
わ
け

⑬
 

で
あ
る
。

の
位
置
は
も
と
よ
り
さ
だ
か
に
し
が
た

に
う
つ
る
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
。

A
に
「
或

い
と
あ
る
よ
う
に
、
左
侍
(
昭
公
幻
)
に
、
一
!
街
、
鍛
張

之
厳
也
、
故
鶏
一
帝
丘
。
」
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

⑧
陶
庶
民
火
正
、
腕
伯
の
居
る
所
で
あ
る
。
③

関
伯
の
躍
は
一
商
丘
で
あ
り
、
一
溜
丘
は
宋
の
地
で
あ
る
か
ら
、
衛
の

地
に
あ
る
一
す
丘
と
混
同
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
社
預
春
秋
襟
例
5

に
よ
る
と
、

め
宋
地
、

的
街
地
、

体
問
、
陶
法
氏
之
火
正
関
伯
路
一
関
郎
、
記
大
火
。

卜
官
官
級
頑
之
雄
、
故
田
一
帝
郎
。
昆
吾
氏
関
之
、
故

東
都
…
楼
陽
是
也
。

右
の
め
の
俸
と
は
左
侍
(
楽
公
9
)
の
記
事
で

陶
一
勝
氏
之
火
正
、
閥
的
知
一
樹
丘
、
記
大
火
部
火
紀
時
駕
。
相
十
一
因

之
、
故
一
商
主
大
火
。

と
い
い
、
社
説
に
、
「
陶
腐
、
発
有
天
下
競
。
関
伯
、
高
辛
氏
之
子
。

俸
回
、
護
関
伯
於
一
両
丘
、
主
反
。
辰
大
火
也
。
人
命
第
宋
塁
。
然
財
一
緒

丘
在
宋
地
。
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
右
の
俸

は
昭
公
元
年
の
も
の
で
あ
る
。
昔
、
高
辛
氏
(
帝
印
税
)
に
関
伯
と
寅

沈
と
い
う
二
子
が
あ
り
、
件
惑
く
、
常
に
子
文
を
以
て
征
討
し
あ
う

っ

か

さ

ど

⑬

の
で
、
后
一
帝
(
七
月
ル
)
は
関
伯
を
一
濁
丘
に
遷
し
て
炭
を
主
ら
せ
、
一
商
人

は
こ
れ
に
よ
っ
た
。
寅
沈
は
大
夏
(
菅
陽
鯨
)
に
遜
さ
れ
、
唐
人
が

こ
れ
に
国
り
、
夏
誌
に
級
事
し
た
と
い
う
。

左
防
御
(
裏
公
九
年
)
に
も
、
「
陶
法
氏
の
火
正
閥
的
は
一
商
丘
に
尽

り
、
大
火
を
犯
り
、
火
も
て
時
を
紀
す
。
初
土
こ
れ
に
出
向
る
己
と

記
し
、
社
設
に
相
土
は
契
の
孫
、
腕
伯
の
後
に
代
り
、
一
路
丘
に
居
っ

た
と
い
う
。
殻
本
記
で
は
、
一
帝
問
問
問
の
衣
妃
簡
放
が
玄
烏
の
卵
を
容
ん

で
苧
み
、
生
ん
だ
の
が
契
で
あ
り
、
契
の
孫
が
相
土
で
あ
る
と
い

( 9 ) 



う
。
棺
土
に
つ
い
て
は
、
一
商
煩
長
後
の
第
に
、
「
紹
土
烈
々
、
海
外

有
談
。
」
と
あ
り
、
海
外
ま
で
そ
の
秩
序
に
組
み
入
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

こ
の
一
間
丘
は
も
と
湯
王
の
都
、
で
あ
り
。
周
の
時
は
宋
の
都

と
な
る
(
方
興
紀
要
印
締
徳
府
一
商
郎
防
腕
〉
。
今
河
南
府
、
続
徳
山
川
一
両

郎
豚
で
あ
り
、
放
の
西
南
一
一
一
患
に
一
両
丘
が
あ
り
、
周
三
百
歩
、
世
に

腕
牽
と
絡
す
る
と
い
う
。

帯
地
の
…
官
丘
は
綾
陽
に
在
り
、
。
の
左
傍
一
五
々
は
、
「
街
、
一
帝
鯨

琉
之
城
也
、
故
第
一
帝
丘
。
)
(
昭
公
げ
停
)
で
あ
り
、
社
設
に
「
街
、

今
総
mm勝
也
。
背
…
帝
鍛
張
問
山
…
之
。
其
域
内
有
綴
頭
之
家
。
」
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
徹
地
と
獄
演
の
停
承
は
一
段
く
結
び
つ
く
。

③
夏
伯
見
者
の
都
で
あ
る
。
@
・
。

関
一
治
問
(
鄭
一
品
)
に
、

佐
制
物
於
前
代
者
、
内
比
五
間
短
…
皮
伯
怠
〈
。
大
彰
、
家
主
混
一
路
佑
余
。

と
記
す
。
変
の
中
葉
以
後
、
良
否
は
大
影
、
一
本
意
と
放
ん
で
東
方
の

強
制
闘
で
あ
っ
た
。
京
昭
注
に
、
日
比
}
昔
、
統
一
機
之
孫
、
陸
移
第
一
子
、

名
勢
、
得
臼
姓
。
封
於
問
比
一
世
。
同
地
吾
、
街
走
。
其
後
裏
表
、
昆
五
向
怨

変

伯

、

と

い

う

。

間
以
貞
l
i
手
重
i
1
4
3
1空
各
1iJと
弓
つ
苓
普
じ
た
筑
豊
話
一
、

史
的
伊
ギ
J

i

J

v

イ
よ
J

H

i
一

/
p
u
-
R
t，ψ
一糸

f
ょ
っ
干

L
R
j
Y
H
Z
H
f
一
ノ
ゴ
品
川
/
ご
山
川
町

rzー

を
た
ど
れ
ば
、
は
級
紙
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

公
ロ
)
に
、
「
背
我
山
間
以
秘
伯
父
昆
吾
、

と

見
え
、
社
法
に
よ
る
と
、
陸
移
氏
の
六
子
の
う
ち
、
長
は
昆
一
昔
、
少

は
季
連
で
あ
り
、
季
連
は
楚
の
組
で
あ
る
の
で
昆
吾
を
伯
父
と
い
っ

た
。
こ
の
筈
許
は
今
、
許
日
間
懸
で
あ
る
と
い
う
。
許
は
も
と
も
と
大

岳
の
後
が
居
っ
た
と
さ
れ
、
臼
姓
の
昆
五
日
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

13召

段
本
紀
に
よ
れ
ば
、

夏
祭
一
潟
虐
政
、
務
荒
市
議
侯
昆
吾
氏
潟
箆
。
把
欽
以
伐
昆
吾
、
途

伐
然
。

と
あ
り
、
湯
王
は
昆
一
昔
、
祭
主
を
伐
っ
た
の
で
あ
る
が
、
夏
の
関
伯

の
後
、
一
関
丘
に
よ
っ
た
ね
土
は
湯
王
の
蕎
で
あ
る
。
一
帝
王
世
紀
(
郡

図
志
河
東
郡
安
邑
引
)
に
「
湯
伐
袋
、
戦
昆
五
ロ
亭
。
」
と
あ
る
。
左

停
ハ
ム
n
兆
一
公
げ
)
に
、
衛
侯
が
夢
に
北
官
に
て
人
が
晃
一
品
開
の
制
慨
に
登
る

の
を
見
た
と
・
記
し
、
社
注
に
も
い
う
よ
う
に
、
撲
陽
城
中
、
昆
吾
の

域
に
離
が
あ
っ
て
昆
吾
の
名
を
冠
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
荷

額
長
護
篇
に
、
ぺ
意
願
…
銃
一
伐
、
昆
吾
夏
祭
。
い
と
あ
り
、
湯
壬
が
意
閥
、

勤

顧
閥
、
昆
苔
閣
を
伐
ち
、
さ
ら
に
夏
祭
を
諒
し
た
こ
と
を
歌
う
。
昆

⑬
 

(
一
音
混
)
!
混
1

滞
(
…
管
胡
見
反
)
、
海
敦
は
混
沌
に
作
る
。
昆
吾

は
符
関
門
に
通
ず
る
。
額
閣
は
山
東
沼
綜
に
あ
る
(
友
一
公
紅
俸
)
。

ω出
馬
讃
項
で
ふ
れ
た
撲
協
の
南
一
の
白
馬
鯨
怠
郷
は
、
一
段
伯
家
意

の
故
閣
と
侍
え
ら
れ
る
。
一
本
章
氏
は
昆
吾
氏
が
帝
丘
に
選
っ
た
こ

ろ
、
同
じ
く
祝
融
八
姓
の
己
姓
諸
問
総
(
蘇
、
願
、
温
、
登
)
と
共
に

( 10 ) 



建
関
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
は
「
郭
」
、
に
作
ら
れ
る
Q

ム

妊
子
大
京
師
に
、
務
意
氏
と
あ
る
の
も
間
じ
で
、
古
川
鬼
神
、
天
地

の
根
源
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
ず
稀
章
氏
、
次
に
伏
戯
氏
以
下
を
あ
げ

て
い
る
ο
「
務
本
氏
、
得
内
/
~
以
翠
天
地
」
と
い
い
、
天
地
の
け
営
み
を

調
整
す
る
も
の
と
す
る
。
家
章
氏
に
つ
い
て
は
徐
旭
生
の
訟
に
詳
し

⑬
 、。、U

④
衛
の
成
公
は
楚
丘
よ
り
こ
こ
に
、
選
る
。
③
・
③

春
秋
(
傍
公
幻
終
〉
に
、
「
丸
/
狭
間
街
、
衛
一
選
子
…
帝
丘
。
い
と
見
え
、

③
 

街
は
狭
の
侵
犯
を
避
け
楚
丘
に
濯
っ
た
が
、
さ
ら
に
狭
を
避
け
て
帝

丘
に
還
っ
た
の
で
あ
る
。
催
公
況
停
に
、
「
衛
成
公
夢
、
康
叔
日
、
相

奪
予
事
。
公
命
記
相
。
」
寧
武
子
不
可
、
問
、
鬼
榊
非
其
族
類
、
不

散
其
記
。
紀
郡
何
事
。
和
之
不
享
於
此
久
会
。
非
街
之
罪
也
。
」
と

見
え
、
こ
の
相
と
は
、
一
変
后
啓
の
孫
で
帝
丘
に
居
た
が
、
紀
郡
な
ど

哀
の
後
が
饗
肥
し
な
い
か
ら
相
の
援
が
、
衛
の
秘
康
叔
の
も
と
に
現

れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
京
公
元
年
俸
に
、
有
過
の
溌
は
割
譲
、
制
約

部
(
一
変
の
同
姓
諸
侯
〉
を
伐
っ
た
後
、
「
夏
話
相
を
滅
し
た
。
」
と
俸

え
る
。
一
一
牧
丘
は
哀
伯
昆
杏
の
峻
で
あ
り
、
後
に
街
の
成
公
が
狭
の
遊

犯
を
避
け
て
こ
の
地
に
還
っ
た
の
で
あ
る
。

一
料
頓
丘
と
頴
環
、
帯
響
の
家

上
述
の
よ
う
に
街
地
の
撲
陽
は
縮
演
の
壊
で
あ
り
、
一
帝
丘
と
よ
ば

a
l
-
-
l
i
l
i
-
-③
 

れ
た
が
、
@
の
杜
誌
に
は
「
其
域
内
有
綴
頚
之
家
よ
と
い
い
、
同

'
O
 

じ
く
⑥
の
宗
一
覧
に
は
「
家
在
城
門
外
康
陽
里
中
。
」
と
い
い
、
若
干

の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
山
海
経
(
海
外
北
経
)
B
務関門

之
山
の
郭
瑛
注
に
は

誠
一
演
、
競
魚
高
陽
。
家
今
在
、
殺
陽
、
故
一
帝
丘
也
o

d
i
-
-
j
e
l
l
i
-
-
l
i
i
l
i
-
-
1
5
1
1
1
1
1
 

一
回
、
頓
丘
綜
城
門
外
康
揚
里
中
。

と
あ
り
、
右
の
傍
線

a
と

c
に
は
矛
局
、
が
な
い
。

b
は
「
域
内
外
」

0

0

0

 

と
い
う
黙
で
異
る
が
、

d
は
「
頓
丘
勝
城
門
外
」
と
い
い
、
撲
陽
線

と
は
別
地
に
な
る
。

。
(
郡
関
記
)
に
引
く
尚
早
究
の
文
b
は
、
史
記
五
一
帝
本
紀
集
解
に

ひ
く
白
羽
援
と
は
異
る
。
邸
ち

e
繍
瑚
刻
、
在
東
郡
濃
陽
一
頓
一
丘
域
内
外
虞
陽
一
里
中
。
額
丘
者
、
城
門

名
頓
丘
道
。

と
記
す
。
「
桜
丘
」
は
域
一
門
の
名
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、

b
に
は
矛

。

盾
し
な
い
。
た
だ
郭
在
d
に
「
邸
丘
懸
」
と
あ
る
の
は
、
も
し
皇
覧

に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
渓
り
で
あ
る
。

水
経
注
9
洪
水
の
一
記
事
に
は
、

①
 

(
洪
水
)
東
北
淫
向
山
東
。
叉
東
北
率
一
一
帝
磐
家
西
。
世
議
之
額
丘

A

0

0

0

、
、
、
、
¥
f
J〉
h
t〈

rtr

豪
、
非
也
。
皇
質
問
、
一
帝
閉
館
同
家
在
東
郡
襟
陽
頓
丘
城
南
牽
陰
一
野
中

0

0

0

〉
う

1
t
r〉
〉

分

官

者
也
。
叉
北
謹
白
記
山
東
。
歴
康
揚
患
、
運
銀
頭
家
西
。
俗
謂
之

段
王
段
、
非
也
。
一
帝
王
世
紀
回
、
額
一
頭
葬
東
郡
頓
丘
城
南
康
問
防
車
。

大
家
者
是
也
。

( 11 ) 



。。

洪
水
又
北
原
宿
西
韓
、
運
頓
丘
北
、
故
関
関
一
去
、
桜
丘
在
洪
水
南
。

と
あ
る
。
一
併
問
憾
の
家
、
駅
演
の
家
が
並
び
存
す
る
。
五
一
清
本
紀
に
よ

れ
ば
、
綴
頭
会
開
mm)
と
…
帝
間
以
川
(
高
辛
)
は
説
び
郎
事
げ
ら
れ
、
高
辛

は
椴
環
の
依
子
と
さ
れ
る
。
先
に
記
し
た
の
と
は
逆
に
、
瀬
頚
は
一
清

②
 

間
憾
の
甥
と
さ
れ
、
諸
説
が
あ
る
。
高
半
の
子
関
伯
が
一
両
丘
に
居
た

が
、
こ
の
一
関
丘
を
帝
丘
と
混
開
門
す
る
設
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も

帝
授
と
頗
頭
の
家
が
並
ん
で
い
る
。

②
 

山
海
経
(
海
外
治
経
)
に
「
狭
山
、
一
官
発
葬
子
陽
、
管
密
葬
子
陰
J

、
、
ム

と
あ
り
、
郭
瑛
法
に
「
器
、
発
父
、
競
高
辛
。
今
家
在
頓
丘
勝
城
南

牽
陰
野
中
。
い
と
い
う
(
こ
れ
は
前
に

ω孤
子
河
で
ふ
れ
た
ο
部
ち

0

0

0

 

小
成
践
の
地
と
水
絞
訟
は
す
る
。
)
。
内
は
み
資
家
慕
記
で
は
、
つ
帝
問
山
口
家

、、、、、、/、/、/、，
E3r

、r〉
¥
〆

在
束
郡
撚
揚
板
丘
城
南
一
致
陰
野
中
に
と
あ
り
、
右
の
水
経
誌
の
記

事
と
同
じ
で
あ
る
。

洪
水
が
務
総
、
向
山
に
か
か
る
前
は
自
溝
と
よ
ば
れ
る
が
、
そ
の

港
に
東
一
桧
野
が
あ
る
。

一
水
運
土
箪
束
、
分
潟
葱
一
滞
。
東
入
自
記
版
。
叉
南
分
東
入
間
山

政
一
。
概
間
七
十
徐
演
。
一
一
紋
所
結
、
部
蓑
陰
野
会
。

こ
の
夜
陰
野
は
恐
ら
く
低
潟
の
地
と
推
測
さ
れ
、
し
か
も
後
に
向
山

を

過

、

ぎ

て

か

の

だ

か

ら

か

な

り

距

離

が

あ

可

h
v
oこ
の
一
指

mh山
本
に
つ
い
て
、

手[:
也

③
 

と
い
う
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
「
頓
丘
」
が
額
頭
一
家
の
次
に
出
て
く
る
か
ら
、
一
帝
問
松
岡
家
を

「
頓
丘
豪
」
と
よ
ぶ
の
は
誤
り
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
額
丘

の
次
に
は
「
頓
丘
綜
故
城
」
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
水
経
誌
は
頓
丘

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

蕗
雅
日
、
山
一
成
、
謂
之
頓
丘
。
務
名
謂
、
一
一
般
市
成
丘
、
無
高

②
 

下
小
大
之
殺
也
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
接
り
土
し
た
よ
う
な
丘
陵
を
さ
す
よ
う
で
、
額
丘
は

普
通
名
詞
と
考
え
ら
れ
る
。
額
丘
懸
故
城
に
つ
い
て
は
、

議
究
日
、
額
丘
者
、
域
内
名
、
桜
丘
道
。
世
諮
之
段
、
皆
非
也
。

護
国
丘
一
郎
矯
名
、
故
田
頓
丘
突
。

と
い
い
、
域
内
の
名
で
は
な
く
、
丘
の
名
に
よ
る
も
の

る
c

( 12 ) 

っ
て
い

そ
こ
で
頓
丘
は
、
並
治
名
詞
と
も
間
有
名
詞
と
も
い
え
る
。
し
か

し
「
援
隊
問
中
い
と
い
え
ば
、
こ
の
洪
水
詑
に
「
叉
北
一
議
自
記
山
束
、

原
鐙
mm
束
、
淫
版
張
緩
問
。
い
と
あ
る
か
ら
、
額
丘
燃
に
属
す
る
(
し

か
し
皐
脚
凡
な
ど
の
記
事
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
J
。
「
投
勝
頓
丘
城
門
外
撲
協
虫
中
)
と
い
う
五
一
帝
本
紀
集
解
引

息
究
が
頓
丘
を
域
内
の
名
と
説
明
す
る
の
は
、
苦
し
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
水
経
注
M
純
子
河
で
は
、
帝
都
績
の
擁
を
撲
協
綜
に
お

き、

9
洪
水
で
は
、
総
演
の
家
を
桜
丘
燃
に
お
い
た
の
は
、
矛
盾
と



い
う
ほ
か
は
な
い
。

波
書
地
理
志
、
束
郡
で
は
、
際
協
と
桜
丘
を
並
列
し
て
い
る
。

史
方
輿
紀
要
日
開
州
に
、
平
川
見
否
問
問
、
春
秋
戦
闘
問
視
川
街
地
。
点

束
郡
地
、
漢
的
廃
京
都
。
後
漢
悶
之
。
背
斜
頓
郎
及
撚
際
関
地
。
い

と
あ
り
、
撲
協
燃
は
今
の
州
治
で
、
清
製
紙
の
間
前
二
十
五
閉
山
に
桁

郎
城
が
あ
る
と
記
す
(
故
城
は
豚
西
北
十
五
郎
む
。
要
す
る
に
、
淡

路
燃
と
桜
丘
綜
は
河
を
隔
て
て
相
接
し
、
と
も
に
束
郡
に
溺
し
、
十
日

街
地
で
あ
る
。

太
平
袋
一
宇
記
mw
漉
州
頓
郎
豚
の
項
に
、
懸
の
西
北
一
一
一
十
患
に
翻
頂

佼
が
あ
り
、
同
じ
く
豚
の
西
北
一
一
一
十
虫
に
一
管
間
関
前
段
が
あ
る
と
す
る
の

は
、
水
絞
設
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
綜
の
西
北
三
十
則
一
一

に
鮒
鱗
山
が
あ
り
、
今
は
償
問
問
山
と
名
づ
く
と
い
う
の
は
、
次
に
引

く
よ
う
に
山
海
絞
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

、.、.匹、.

山
海
一
経
一
五
、
級
如
、
葬
其
隊
、
九
績
葬
其
除
、
間
蛇
徳
之
。
鮒
鱗
山

者
、
今
康
陽
之
別
名
也
。

、、

こ
れ
と
同
文
が
太
平
御
資
比
仰
に
も
見
え
、
そ
の
米
匂
は
「
蓋
今
成
政
陽

、山
之
別
名
也
よ
と
な
っ
て
い
る
。
今
本
山
海
経
に
は
見
え
な
い
し
、

恐
ら
く
「
鮒
鱗
山
者
一
広
々
い
は
郭
撲
の
誌
が
本
文
に
紛
れ
こ
ん
だ
も

の
で
あ
ろ
う
(
今
こ
の
郭
瑛
誌
は
な
い
。
)
。
こ
の
「
農
協
山
」
は
、

水
絞
詑
の
「
農
協
野
」
で
あ
り
、
恐
ら
く
綴
現
金
品
陽
に
本
づ
く
も

の
で
あ
ろ
う
。
は
さ
ら
に
「
按
郡
闘
志
去
、
鮫
讃
所
葬
、
俗

、
.
、
.
、
.

名
青
家
山
一
よ
と
あ
る
が
、
今
郡
闘
志
に
は
見
常
ら
な
い
。

0

0

0

 

水
終
注
9
洪
水
の
「
叉
北
一
淫
自
紀
山
束
、
間
m康
陽
間
十
一
、
運
鍛
頭
ハ
款

問
、
俗
調
之
般
五
一
段
、
非
也
己
に
つ
い
て
、
顧
旗
開
氏
は
、
州
側
演

出
戒
を
段
主
陵
と
す
る
設
は
、
こ
の
地
が
今
安
陽
の
東
南
百
患
に
在

り
、
確
か
に
そ
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
一
大
家
は
葬
ら
れ
た
般
王

の
名
が
か
〈
わ
れ
、
後
人
が
東
の
殺
阪
か
ら
も
遠
く
な
い
の
で
、
綴
頭

③
 

の
誠
に
よ
っ
て
綴
調
の
家
と
推
定
し
た
の
だ
と
一
宮
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
見
え
る
「
白
柁
一
山
」
は
、
「
鮒
鱗
山
」
の
名
に
似
て
い
る
。
豪
陰

野
に
白
柁
肢
の
名
も
見
え
る
。
頴
演
と
鮒
魚
部
ち
符
削
内
の
山
と
の
か

か
わ
り
を
怒
わ
せ
る
。

以
上
契
約
す
る
と
、
鮒
魚
の
山
に
徹
頭
を
葬
る
と
い
う
山
海
経
の

記
事
か
ら
、
そ
の
背
景
と
な
る
も
の
を
採
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

瀬
演
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
部
族
が
、
符
間
内
部
ち
プ
イ
の
山
を
一
組
援
の

宿
る
山
と
し
て
仰
ぐ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
譲
恕
の
根
援
で

あ
る
。
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ま
ず
椴
環
の
境
は
一
帝
丘
と
し
て
撲
陽
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
襟
陽

を
め
ぐ
っ
て
プ
イ
部
ち
符
誌
の
脅
を
忠
わ
せ
る
地
名
(
封
丘
な
ど
)
、

水
名
(
挟
水
、
説
子
河
、
浮
水
、
白
馬
演
な
ど
)
、
山
名
(
白
馬
山
、

自
記
山
、
吾
山
な
ど
)
、
あ
る
い
は
般
柄
な
ど
多
く
見
出
さ
れ
る
。

綴
頚
の
家
は
頓
丘
綜
に
あ
る
と
す
る
訟
も
あ
り
、
夜
ち
に
否
定
し
去

る
こ
と
も
出
来
な
い
。
的
高
の
山
に
記
さ
れ
た
沈
湖
、
封
淵
が
、
頓



丘
燃
で
は
繁
湖
、
捜
滅
の
名
で
見
え
る
。

特
に
注
意
す
べ
き
は
長
放
の
故
地
、
部
ち
封
丘
ハ
長
丘
)
や
府
首

亭
の
所
在
、
そ
し
て
春
秋
や
左
俸
に
記
録
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
以

が
、
こ
の
談
援
の
あ
る
街
の
地
を
め
ぐ
っ
て
、
魯
、
芹
、
曹
な
ど
に

ひ
ろ
が
っ
て
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
口
氏
以
の
組
と
さ
れ
る
防
風
氏

は
封
柄
の
山
を
犯
る
と
停
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
地
に
プ
イ
に
か
か
わ
る
名
穏
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
首
肯
で
き
る
し
、
版
演
の
家
が
綾
陽
と
頓
丘
の
二
地
に
侍
え
ら
れ

る
こ
と
も
、
隔
地
が
潟
水
を
挟
ん
で
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

徐
旭
生
氏
は
鮒
魚
、
務
隅
、
附
尚
宏
一
一
山
は
一
つ
で
あ
り
、
漠
水

は
淡
水
の
誤
り
、
「
河
水
の
関
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
黄
河
か
ら
遠

@
 

く
な
い
と
論
じ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
背
後
に
あ
る
長
以
の
存
夜
に
詑

日
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
一
、
本
稿
は
符
偽
の
山
に
関
す
る
一
連
の
考
察
の
一
部
で
あ
る
。

①
太
平
御
覧
拘
引
、
大
卒
築
山
子
記
貯
頓
郎
引
で
は
「
知
鰐
」
に
作
る
。

②
一
服
領
側
:
史
林
雑
一
誠
初
編
、
鋲
頚
p
m
m側
頭
が
衛
丘
に
葬
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
街
が
管
丘
に
遜
っ
た
こ
と
の
別
議
だ
と
い
う
。
印
ち
徹
頭
の

誠
一
清
丘
は
、
街
成
公
が
濯
っ
た
と
こ
ろ
'mw
ち
街
丘
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑨
牙
合
華
民
:
昭
子
「
叶
一
審
」
「
余
甘
」
「
応
斯
級
」
和
「
商
政
」
的
認
源
考

後
(
民
族
研
究
第
間
期
〉

O
孫
宏
開
:
隠
史
上
的
氏
族
和
川
甘
地
民
的
出

馬
人
ハ
民
族
研
究
第
3
期
〉
な
お
拙
稿
、
符
附
内
の
山
と
拶
街
・
鴻
夷
な
ど

(
中
間
文
化
m
持
続
〉
参
照
。

@
前
記
拙
稿
参
照
。

⑤
幡
家
山
に
つ
い
て
は
別
稿
〈
未
設
表
)

⑤
都
圏
志
探
mm
郡
封
丘
、
「
博
物
記
有
獄
溝
、
部
敗
孜
子
丘
是
一
也
。
」

O
地
理

志
、
陳
留
郡
「
早
川
川
康
日
、
春
傍
敗
紋
子
長
丘
、
今
翠
溝
走
。
」

(
⑨
拙
稿
「
防
風
氏
と
封
偶
の
山
」
(
日
本
中
間
倒
壊
曾
報
お
〉

⑧
讃
史
方
輿
紀
要
弘
高
薦
州
、
魚
郎
山
。

⑨
水
経
連
mm
清
水
。
揃
稿
③
参
照
0

9
文
公
口
停
、
社
法
「
縁
斯
、
僑
如
之
先
也
。
」

窃
海
内
経
に
「
寅
一
帝
生
欧
州
拐
、
路
明
生
白
馬
、
白
馬
四
五
潟
鯨
。
」
と
あ
る
。

世
本
で
は
寅
一
帝
i
日
間
意

l
版
演
i
鯨
と
す
る
。
鯨
は
治
水
に
失
敗
し
、
同

が
つ
い
だ
と
治
水
停
訟
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

⑫
白
馬
ほ
の
後
と
さ
れ
る
白
馬
人
は
、
白
馬
山
一
を
穏
震
の
山
と
し
て
い
つ

く
。
③
の
孫
宏
関
氏
の
論
文
参
照
。

⑬
五
一
帝
本
紀
、
額
演
(
五
一
帝
徳
に
も
)
に
「
東
宝
子
幡
木
」
の
鶴
木
は
扶
桑

と
さ
れ
る
。
顧
説
剛
氏
は
顕
現
の
名
は
忠
一
指
よ
り
生
じ
た
と
い
う
。
②

m
w
昭
公
げ
俸
、
郊
子
は
少
際
氏
を
一
品
開
租
と
い
う
。
「
我
高
麗
少
陣
執
事
」

品
五
一
帝
本
紀
で
は
一
帝
容
は
耕
一
頭
の
族
子
と
す
る
。
海
内
線
で
は
昌
一
一
窓
の
子
乾

荒
(
斡
流
)
が
津
子
を
嬰
っ
て
椴
頑
を
生
ん
だ
と
す
る
。

命
令
清
訴
に
「
大
火
関
伯
之
進
飽
o
A
A
謂
大
炭
。
」
と
し
、
昭
公
沼
縛
に
「
宋
、

大
辰
之
虚
也
ご
と
す
る
。

持
γ

今
本
竹
書
紀
年
、
一
帝
炎
、
架
に
「
一
一
十
年
見
吾
氏
伐
一
問
。
」
「
一
二
十
年
一
商
師

征
足
。
三
十
一
年
克
見
否
。
」
と
あ
る
。

柏
崎
γ

王
鴎
維
:
鬼
方
晃
一
夷
磁
挽
考
(
観
賞
集
林
日
〉
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ゆ
徐
旭
生
氏
:
中
間
古
代
的
停
続
的
時
代
第
一
一
一
挙
七

関
係
。

⑮
俄
公
2
体
、
楚
丘
は
滑
鯨
。
関
公
2
府
間
に
よ
る
と
獄
は
街
を
滅
ぼ
す
。
街

人
は
戴
公
を
立
て
て
曹
に
躍
す
。
か
く
し
て
築
い
た
の
が
楚
丘
で
あ
る
。

⑫
昭
公
げ
停
社
法
「
街
、
今
濃
路
是
也
。
背
一
帯
傾
頭
居
之
。
其
域
内
有
総
演

之
家
。
」

⑫
駅
頭
は
、
庭
、
夏
、
泰
、
楚
の
先
と
さ
れ
、
そ
の
俸
承
は
多
岐
に
わ
た

る
。
⑧
参
照
o

A
 

俗
説
史
方
問
(
紀
要
国
清
製
鯨
、
鮒
鱗
山
に
、
「
又
有
秋
山
亦
在
頓
郎
西
北
。

A

A

 

山
海
級
、
一
帝
密
葬
其
陰
。
今
故
社
巳
額
。
」
と
あ
る
。
秋
山
は
狭
山
の
説
。

。。

@
氷
経
法
は
こ
の
後
の
記
事
に
航
頭
家
に
つ
い
て
、
「
俗
謂
之
殿
王
陵
非
也
。
」

。。

と
い
う
の
に
準
ず
れ
ば
、
「
世
謂
之
段
王
率
一
、
非
也
。
」
の
詑
で
は
な
い
か
。

争
地
理
志
束
郡
頓
丘
に
「
師
十
日
間
、
以
丘
名
豚
也
。
丘
一
成
魚
頓
丘
。
謂
一

頓
而
成
也
。
或
日
、
成
、
重
也
、
二
期
一
之
丘
也
。
」
と
い
う
。

品
ゆ
岡
駅
誤
糊
氏
②
を
参
照
。

⑫
徐
旭
生
氏
⑮
参
照
。

P 
118 
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